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1. 報告書のタイトル： 
  知的障害分野の教育の質の改善、機能的カリキュラムの構成、公開授業の実施 

 

2. （JICA 事務所）締め切り日： 
2010 年 5 月 31 日 

 

3. 国名：  
パラグアイ 

 

4. 研修員名： 
マリア・ファティマ・ロハス・ベネガス 

 

5. アクションプランの提案 
  知的障害分野の機能的カリキュラムの構成 

 

実施の成果                                        

 
活動 1  発達に合わせた機能的カリキュラムの作成   
 

活動 原案 実施 備考 
1-カリキュラム作成

チームの構造 

 

   

2-教育文化省(MEC) 

の様々な階層の関係

者を招集 

  第一段階では特別支援教

育部（DEPNEE）の技術チー

ムと作業を進めることが

重要と思われ、この下位活

動は実施できなかった。 

3- 教育文化省の各

局関係者でカリキュ

ラム作成チームを構

成。 

 特 別 支 援 教 育 局 

(DEPNEE-DGEI)の技術者

のみの作業チームを構成

した。 

このチームは、特別支援教

育を専攻したり携わった

経験のある専門家で構成

されている。 

4-機能的カリキュラ

ム作成チームの体系

的な会合 

  この会合の体系化を完了

した。 
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5-機能的カリキュラ

ムを持つ必要性につ

いて全国的協議を実

施する。 

 

 この形式を取り入れてい

る数か所の機関の教員と

協議を実施した。 

資料を発表すると、協議を

行った機関の管理職、技術

者、教員は、このアクショ

ンプランに同意し、カリキ

ュラムの構成に協力する

姿勢を見せた。 

6-機能的カリキュラ

ムに盛り込む内容の

分析 

  他の南米諸国の経験を考

慮に入れた。 

7-教育文化省（MEC） 

にある文書の内容の

見直し 

 

  文部省にある文書を見直

した際それが 1987 年のも

のであると証明でき、見直

しと現代への調整が必要

と分かった。 

8-機能的カリキュラ

ムに関する他の情報

源を相談 

   

9-機能的カリキュラ

ムに含むべき内容に

係る提案作成 

  この報告書送付日に含む

べき内容の選別を行って

いる。既に草案はあり、見

直しと調整を続けている。 

 
2．情報                                 
2009 年帰国研修員として（他の帰国研修員と共に)いろいろな活動を行ってきた。中でも研修

コースと日本で作成し、チリで改善したアクションプランの提案に関する報告書、日本で行

われている教育モデルに関する経験のプレゼンテーションが特記に値する重要事項である。 

2010 年 2 月インクルーシブ教育局、特別支援教育課事務局の交代があったが、日本のプロジ

ェクトを知ると、現在 DEPNEE の技術チームが扱っている知的障害ばかりでなく全ての障害の

ために機能的カリキュラムの見直し、提案を行う重要性を考慮していた。  
 
3．自己評価                                     
 

アクションプランの強み アクションプランの弱み 
●現在の当局の支援  

●関係専門家や機能的カリキュラム構成で

●予算割り当てが少なく、手持ちの範囲内

でプロジェクトを実行している。 
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作業している学校との取り決め、協力 

●含むべき内容の目的分析 

 

 
4．今後の計画                                     

· アクションプランに提案した活動についてチームワークで作業を続ける。 

· インクルーシブ教育局への提案のため最終書類を作成し、その分析、考課にかけ

る。 

 
 

署名 

記載事項が、私の知識の最善の事実を、真正、完璧に記載したものに相違ないことを証明し
ます。 
 

研修員名 日付 研修員の署名 
マリア・ファティマ・ロハス・ベネガス 2010 年 5 月 31 日  

   

   

 
*********
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１．報告書のタイトル： 
  知的障害分野の教育の質の改善、機能的カリキュラムの構成、公開授業の実施 

 

２．（JICA 事務所）締め切り日： 
2010 年 5 月 31 日 

 

３． 国名：  
パラグアイ 

 

４． 研修員名： 
デボラ・ロレナ・ゴドイ・ダヴィド 

 
５． アクションプランの提案 

教育の質向上のため公開授業の技術を導入する。 

 
 
実施の成果                                        

 
 活動 1  公開授業実施活動計画  
 

活動 原案 実施 備考 
1-個別計画の体系化に

関し日本で得た経験の

共有 

 2009 年 11 月 

 

 

2-公開授業実施ガイド

作成 

 2010 年 2 月   

 

3-公開授業技術の導入  2010年6月から10

月まで 

 

 活動 2   マクシモ・アレリャーノ インクルーシブ教育支援センター（CAIE）に公開

授業技術導入 
活動 原案 実施 備考 

1-授業参加に関する第 1
回目のワークショップ 

 3 月 13 日  
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2-プロジェクトにかか

わる教員との会合 

 3月 13日から隔週

の割合 

 

3-第一回公開授業参観

プレゼンテーション 

 

  

4 月 20 日 

 

 
 

4-実施活動の評価  

 

5 月 2 日 

 

 

5-JICA 最終報告書提出  

 

5 月 31 日 

 

 

6-公開授業予定表準備  

 

5 月 20 日  

 
2．情報                                 
常に、オリジナルのアクションプランを念頭に置いている。公開授業に関しては、非常に変

更が少ない。 

 
3．自己評価                                     
 

アクションプランの強み アクションプランの弱み 
●公開授業に関する情報 

●教員の素質 

●上司、技術チームが寄り添ってくれる 

●授業実施に際し教材が不十分 

 

 

 
4．今後の計画                                                

2010 年から 2011 年にかけてマクシモ・アレリャーノ インクルーシブ教育支援センター 

No.1 の公開授業技術の体系化 

公開授業実施の暫定日程表 
期間: 6 月 10 日から 9月 9日まで 
開始: 6 月 10 日 

日付 授業の課題 教師 
6 月 10 日 数の予習 デボラ・ゴドイ 

6 月 17 日 量と数 モデスタ・ガルシア 

6 月 24 日 量と長さ パトリシア・アルカラス 

7 月 1 日 量  ベルタ・バリオス 

8 月 5 日 足し算、引き算 リチ・マルティネス 

8 月 12 日 量と数 エリダ・ブラチョ 
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8 月 19 日 量 ノルマ・メサ 

8 月 26 日 お金 エルサ・カバーニャス 

9 月 2 日 時間 マリア・ルイサ・ポント 

9 月 9 日 足し算、引き算 ポルフィリオ・オヘダ 

 
備考：提案された日付は、学校の活動次第で変更される可能性がある。｢数学｣の分野は、

それ自体の実用性と、手持ちの教材の都合で選ばれた。 
 

署名 

記載事項が、私の知識の最善の事実を、真正、完璧に記載したものに相違ないことを証明し
ます。 
 

研修員名 日付 研修員の署名 
デボラ・ロレナ・ゴドイ・ダヴィド 2010 年 5 月 31 日  

   

   

 
 

*********** 
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１． 報告書のタイトル： 
  知的障害分野の教育の質の改善、機能的カリキュラムの構成、公開授業の実施 

 

２．（JICA 事務所）締め切り日： 
2010 年 5 月 31 日 

 

３．国名：  
パラグアイ 

 

４．研修員名： 
ホセ・アントニオ・ドゥアルテ・コロネル 

 
６． アクションプランの提案 

教育の質向上のため公開授業の技術を導入する。 

 
 

実施成果                                         
 
 活動 1    公開授業実施活動計画  
 

活動 原案 実施 備考 
1 個別計画の体系化に

関し日本で得た経験の

共有 

 2009 年 11 月 

 

 

2-公開授業実施ガイド

作成 

 2010 年 2 月   
 

3 –公開授業技術の導入  2010 年 7 月から 9

月まで 

 

 活動 2   愛と希望の特別支援教育センター公開授業技術の導入 
活動 原案 実施 備考 

1 学内の教員に提案の

プレゼンテーション 

 3 月  

2  自閉症の分野の研

修。個別指導計画の調

整 

 4 月   
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3 知的障害分野の研

修。個別指導計画の調

整。 

 

  

4 月 

 

 
 

4 重複障害分野の研修。  

 

5 月 

 

 

6 JICA 最終報告書提出  

 

5 月  
                            

7 公開授業で使う教材

の準備 

 

 

6 月 

 

 

8 公開授業実施  

 

7 月  
                            

9 公開授業の評価、調

整。2回目の公開授業の

準備。 

 

 

8 月  
                            

10 公開授業実施  

 

9 月 

 

 

11 実施した活動の評価  

 

10 月  
                            

 
2．情報                                 
オリジナルのアクションプランを常に念頭に置いてきた。唯一の変更は、障害分野での教員

養成が少ないため、教員の研修を取り入れたこと。 
 
 
3．自己評価                                     
 

アクションプランの強み アクションプランの弱み 
●教員の素質 

●公開授業に関する情報が十分にある。 

 

●公開授業実施のための人材不足 

●適切な教材が少ない。  

 
4．今後の計画                                                

教員の研修の手段として、公開授業を恒常的に実施。 
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署名 

記載事項が、私の知識の最善の事実を、真正、完璧に記載したものに相違ないことを証明し
ます。 
 

研修員名 日付 研修員の署名 
ホセ・アントニオ・ドゥアルテ・コロネル 2010 年 5 月 31 日  
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学習指導案の作り方学習指導案の作り方
El mEl méétodo de fabricacitodo de fabricacióón del n del 

aprendizaje el plan instrucciaprendizaje el plan instruccióónn

２００９／１０／１３２００９／１０／１３

13  13  Octubre  2009Octubre  2009 ChileChile
筑波大学特別支援教育研究センター筑波大学特別支援教育研究センター

Universidad de Tsukuba el centro de Universidad de Tsukuba el centro de 
investigaciinvestigacióón de educacin de educacióón de apoyo especialn de apoyo especial

野村勝彦野村勝彦

Katsuhiko NomuraKatsuhiko Nomura

引用文献（引用文献（Las Las referenciasreferencias citaroncitaron））

宮﨑直男（宮﨑直男（20052005）面倒な学習指導案書き）面倒な学習指導案書き

 『『特別支援教育の学習指導案づくり特別支援教育の学習指導案づくり』』 明治明治
図書図書

 NobuoNobuo MiyazakiMiyazaki（（20052005））Escribo el plan Escribo el plan 
instrucciinstruccióón a un aprendizaje molesto,n a un aprendizaje molesto,”” La La 
fabricacifabricacióón de aprender plan instruccin de aprender plan instruccióón n 
de la educacide la educacióón de apoyo especialn de apoyo especial”” MeijiMeiji
TosyoTosyo（（NoNo--traduccitraduccióónn）．）．

11 面倒な学習指導案書き面倒な学習指導案書き
１１ Escribo el plan instrucciEscribo el plan instruccióón a un aprendizaje n a un aprendizaje 

molestomolesto

 教員になりたてのころ，正直なところ，略案程度で教員になりたてのころ，正直なところ，略案程度で
も書いて授業することは大変である。も書いて授業することは大変である。

 研究会を引き受けている学校に着任した場合は，研究会を引き受けている学校に着任した場合は，
新しいことを勉強してきたのだからとおだてられて学新しいことを勉強してきたのだからとおだてられて学
習指導案を書くはめになった教師も少なくないであ習指導案を書くはめになった教師も少なくないであ
ろう。ろう。

 研究授業をすることは，粗探しされたり，自分の力研究授業をすることは，粗探しされたり，自分の力
量を見透かされたりで嫌なことであると思う教師が量を見透かされたりで嫌なことであると思う教師が
少なくない。少なくない。

研究授業をする不安の理由研究授業をする不安の理由

 ・学級の子どもたちの能力・特性等の適切な理・学級の子どもたちの能力・特性等の適切な理
解についての評価解についての評価

 ・授業の計画の適切さや展開の技術についての・授業の計画の適切さや展開の技術についての
評価評価

 ・教科等の専門的知識・技能等についての評価・教科等の専門的知識・技能等についての評価

 ・学級経営の様子についての評価・学級経営の様子についての評価

 ・学習指導案の誤字・脱字に関する評価などを・学習指導案の誤字・脱字に関する評価などを
心配するため心配するため

22 学習指導案の種類と様式学習指導案の種類と様式

（（11）種類）種類

 11単位時間の学習指導案には，「腹案」「メモ」「略案」単位時間の学習指導案には，「腹案」「メモ」「略案」
「細案（密案）」などがある。「細案（密案）」などがある。

①① 腹案腹案

 「腹案」は，いつものことであるので，前の経験を頼り「腹案」は，いつものことであるので，前の経験を頼り
に授業を展開する場合で，メモも略案もない。に授業を展開する場合で，メモも略案もない。

 ただ，ただ，11週間に一度校長に提出する週案（週間に一度校長に提出する週案（B4B4程度の程度の
大きさの用紙に大きさの用紙に2424～～2626時間程度の計画）を書く程度時間程度の計画）を書く程度
のことを念頭において授業をする場合のことである。のことを念頭において授業をする場合のことである。

 このようなことを続けていたら授業力はつかない。このようなことを続けていたら授業力はつかない。

 ②② メモメモ

 「メモ」は，誰に見せるわけでもないので，簡単な「メモ」は，誰に見せるわけでもないので，簡単な
計画や後で何を指導したのかと確認する程度に考計画や後で何を指導したのかと確認する程度に考
えて行っている場合が少なくない。えて行っている場合が少なくない。

 従って，各人の能力や気力等によってだいぶ違う。従って，各人の能力や気力等によってだいぶ違う。
メモの仕方としては，次のような場合がある。メモの仕方としては，次のような場合がある。

 ・自分だけ分かればよいのだからと走り書き程度・自分だけ分かればよいのだからと走り書き程度

 ・きちんとノートに枠を作り，子どもの学習活動につ・きちんとノートに枠を作り，子どもの学習活動につ
いての計画を書くいての計画を書く
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例例

 生活単元学習「文化祭」生活単元学習「文化祭」11／／1515
 11 昨年の文化祭の様子をビデオで見る昨年の文化祭の様子をビデオで見る（（日程，計画，実施した種目，や日程，計画，実施した種目，や

り方等り方等））
 22 今年の計画を立てる今年の計画を立てる

 昨年に準じたほか，どんな劇をするか昨年に準じたほか，どんな劇をするか

 算数「計算」算数「計算」 33／／1010
 11 BB男男 繰り上がりのない加法の計算練習繰り上がりのない加法の計算練習
 22 KK子子 繰り上がりのある加法の計算練習繰り上がりのある加法の計算練習

 図工「カレンダー」図工「カレンダー」 22／／88
 11 話し合って自分の担当する話し合って自分の担当する〈〈月月〉〉を決めるを決める
 22 いろいろな材料のあることを話すいろいろな材料のあることを話す

 ・紙版画・紙版画 シナベニヤ板など各自が選ぶシナベニヤ板など各自が選ぶ
 33 どんな図柄にするか決めどんな図柄にするか決める。る。

③③ 略案略案

 「略案」を書くのは，ちょっと構えないと書けな「略案」を書くのは，ちょっと構えないと書けな
い。しかし，「略案」程度の指導計画を立てるい。しかし，「略案」程度の指導計画を立てる
のがおっくうでなくなるくらいにならないと授業のがおっくうでなくなるくらいにならないと授業
力は上がらない。力は上がらない。

 11年目は，かなりの努力がいるが，年目は，かなりの努力がいるが，22年目に年目に
は，書かないと「授業がうまくいくかな」「子どは，書かないと「授業がうまくいくかな」「子ど
もが意欲的に取り組んでくれるかな」など心もが意欲的に取り組んでくれるかな」など心
配となった経験がある。配となった経験がある。

教師は，教師は，11週間週間2525時間前後の授業全部「略時間前後の授業全部「略

案」を書くということは至難の技である。でき案」を書くということは至難の技である。でき
れば，自分の関心のある領域・教科を合わせれば，自分の関心のある領域・教科を合わせ
た指導や教科別の指導の一つあるいは二つた指導や教科別の指導の一つあるいは二つ
を選び書いてみることである。を選び書いてみることである。

 「略案」を書くのは，次のような場合である。「略案」を書くのは，次のような場合である。

 ・研究会のとき研究授業者以外で授業を公開・研究会のとき研究授業者以外で授業を公開
する場合する場合

 ・特殊学級や養護学校で保護者会のとき学・特殊学級や養護学校で保護者会のとき学
級経営や授業を理解してもらう場合級経営や授業を理解してもらう場合

 ・自主的に領域・教科を合わせた指導や教科・自主的に領域・教科を合わせた指導や教科
別の指導等の授業において，授業力をつけ別の指導等の授業において，授業力をつけ
るためにテーマを決めて展開する場るためにテーマを決めて展開する場合合などでなどで
ある。ある。

例：小学部例：小学部 遊び学習「箱に色を塗ろう」遊び学習「箱に色を塗ろう」

目標目標

①遊ぶ道具をみんなで作る①遊ぶ道具をみんなで作る

②色を塗って「ドラえもん」を見よう②色を塗って「ドラえもん」を見よう

学習活動学習活動

 １．段ボール箱を積んだり崩したりして遊ぶ１．段ボール箱を積んだり崩したりして遊ぶ

 ２．彩色する２．彩色する

 ３．後片付けをする３．後片付けをする

例：小学部例：小学部 遊び学習「箱に色を塗ろう」遊び学習「箱に色を塗ろう」

支援支援

 学習活動１に対して学習活動１に対して

○上手に積むことによって「ドラえもん」の形○上手に積むことによって「ドラえもん」の形
が見えるようにしておく。が見えるようにしておく。

○仲間に入れない○仲間に入れないAA男には、教師が手を引い男には、教師が手を引い

てグループに入れ、一緒に遊ぶように仕向けてグループに入れ、一緒に遊ぶように仕向け
る。る。
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例：小学部例：小学部 遊び学習「箱に色を塗ろう」遊び学習「箱に色を塗ろう」

学習活動２に対して学習活動２に対して

○必要な道具を揃えておき、自由に遊ぶよう○必要な道具を揃えておき、自由に遊ぶよう
にする。にする。

○○BB子には、水を取り替える係をさせる。子には、水を取り替える係をさせる。

○塗り終わると「ドラえもん」の絵がくっきりと○塗り終わると「ドラえもん」の絵がくっきりと
見える。見える。

学習活動３に対して学習活動３に対して

○使った道具をもとに戻す。○使った道具をもとに戻す。

例：小学部例：小学部 算数算数 「どっちがおおい」「どっちがおおい」

目標目標

①多い少ない①多い少ないをを理解する理解する

学習活動学習活動

 １．初めの挨拶をする１．初めの挨拶をする

 ２．学習の準備をする２．学習の準備をする

 ３．ゲームの仕方について、教師の説明を聞く３．ゲームの仕方について、教師の説明を聞く

 ４．ゲームをする４．ゲームをする

 ５．結果を掲示する５．結果を掲示する

 ６．終わりの挨拶をする６．終わりの挨拶をする

例：小学部例：小学部 算数算数 「どっちがおおい」「どっちがおおい」

支援支援

学習活動１に対して学習活動１に対して

○大きな声ではっきりとあいさつする。○大きな声ではっきりとあいさつする。

学習活動２に対して学習活動２に対して

○ゲーム台の周りにイスを運ぶ。○ゲーム台の周りにイスを運ぶ。

例：小学部例：小学部 算数算数 「どっちがおおい」「どっちがおおい」

学習活動３に対して学習活動３に対して

○二人でチームを作り、玉を転がして得点を○二人でチームを作り、玉を転がして得点を
競う。この時、得点を数える係、マグネットを競う。この時、得点を数える係、マグネットを
貼る係を決める。貼る係を決める。

学習活動４に対して学習活動４に対して

○ジャンケンで順番を決めて、ゲームをする。○ジャンケンで順番を決めて、ゲームをする。

例：小学部例：小学部 算数算数 「どっちがおおい」「どっちがおおい」

学習活動５に対して学習活動５に対して

○マグネットの数をかぞえ、順位をつける。○マグネットの数をかぞえ、順位をつける。

学習活動６に対して学習活動６に対して

○後片付けをする。○後片付けをする。

33 学習指導案（細案）学習指導案（細案）
Un aprendizaje el plan instrucciUn aprendizaje el plan instruccióónn（（Horario detalladoHorario detallado））

 （（11））11年に年に11回細案を回細案を書くこと書くこと

 （２（２）様式）様式

 ①① 単元（題材）名単元（題材）名

 ②② 単元（題材）設定の理由単元（題材）設定の理由

 ③③ 単元（題材）の目標単元（題材）の目標

 ④④ 子どもの実態子どもの実態

 ⑤⑤ 指導計画指導計画

 ⑥⑥ 本時の指導本時の指導

 ⑦⑦ 備考備考
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学習指導案（細案）学習指導案（細案）
Un aprendizaje el plan instrucciUn aprendizaje el plan instruccióónn（（Horario detalladoHorario detallado））

 ４４ 本時の指導本時の指導

 （１）表題（１）表題

 （２）目標（２）目標

 （３）（３）
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